
　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
東
京
計
量
士
会
、
東
京

都
計
量
協
会
、
計
量
器
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
協
会
、
日
本
硝

子
計
量
器
工
業
協
同
組
合
と

協
定
を
結
び
、
計
量
関
係
の

学
習
支
援
を
す
る
事
を
目
的

と
し
た
「
出
前
計
量
教
室
」

（
小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生

対
象
）
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
応

で
、　

月
末
ま
で
は
開
催
を

12

自
粛
し
、
年
明
け
1
月
以
降

の
再
開
を
目
指
し
て
、
関
係

部
署
と
調
整
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

　

再
開
に
際
し
て
は
、
3
密

防
止
を
考
慮
し
て
実
施
内
容

の
見
直
し
を
図
る
予
定
。
あ

わ
せ
て
、
教
室
を
実
施
す
る

小
学
校
の
指
導
に
従
い
、
参

加
人
員
の
制
限
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、

マ
ス
ク
や
フ
ェ
ー
ス
ガ
ー
ド

装
着
の
徹
底
、
機
材
等
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
実
施
す
る
。

　

来
年
度
以
降
も
こ
の
状
況

は
引
き
続
き
継
続
す
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、安
全
に
こ
の

事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、実

施
内
容
の
見
直
し
や
安
全
確

保
の
た
め
の
対
策
を
検
討
し
、

必
要
な
機
材
等
の
準
備
等
を

お
こ
な
っ
て
い
く
。

①
開
会

②
会
長
挨
拶

③
東
京
都
計
量
検
定
所
荒
木

所
長
あ
い
さ
つ

④
（
一
社
）
東
京
都
計
量
協

会
会
長
表
彰

⑤
（
一
社
）
東
京
都
計
量
協

会
特
別
功
労
者
表
彰

⑥
受
賞
者
謝
辞

⑦
東
京
都
計
量
協
会
計
量
管

理
研
究
部
会 
計
量
管
理
強

調
月
間
標
語
優
秀
作
品
表
彰

⑧
記
念
撮
影

■
東
京
都
計
量
協
会
会
長
表

彰【
個
人
の
部
】
▽
高
柳
庸
一

郎（
メ
ト
ラ
ー
・
ト
レ
ド
キ
ャ

リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

東
京
都
計
量
協
会
計
量
管

理
研
究
部
会
は
、
検
定
所
管

理
指
導
課
と
の
協
力
の
も

と
、
適
正
計
量
管
理
主
任

者
養
成
講
習
会
（
流
通
関

係
）
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。（
但
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
防
止

対
策
の
状
況
に
よ
っ
て
は

三
密
回
避
の
た
め
開
催
を

中
止
と
す
る
。）

【
日
時
】2
0
2
1
年（
令

和
3
年
）2
月
5
日（
金
）、

9
時　

分
～　

時　

分

30

16

30

【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階
（
会
議
室
A
、
B
）

【
募
集
人
員
】　

名
以
下

10

【
内
容
】　

講
義
（
計
量
法

（1）

の
あ
ら
ま
し
と
適
正
計
量
管

理
事
業
所
制
度
に
つ
い
て
）

　

筆
記
試
験
（
講
義
内
容
に

（2）
つ
い
て
）　

年
末
期
商
品

（3）

量
目
立
入
検
査
結
果
お
よ

び
食
品
表
示
に
つ
い
て　
（4）

実
習
（
商
品
量
目
の
検
査

方
法
に
つ
い
て
）　

筆
記

（5）

試
験
の
解
説
お
よ
び
講
評

（
筆
記
試
験
合
格
者
へ
東

京
都
計
量
検
定
所
よ
り
認

定
書
授
与
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
】
東
京
都
計
量
協
会

（
竹
添
）
＝
電
話
0
3
―
6

6
6
6
―
8
9
6
0
、
電
子

メ
ー
ルm

-tak
ezoe@

to

k
eik
y
o.or.jp

　

東
京
都
計
量
協
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
に
よ
り
、
毎
年

　

月
の
計
量
強
調
月
間
の
行

11事
と
し
て
恒
例
の
「
計
量
記

念
日
の
集
い
」
を
中
止
し
、

「
東
京
都
計

量
協
会
会
長

賞
表
彰
式
」

を
開
催
し

た
。

【
日
時
】
2

0
2
0
年

（
令
和
2

年
）　

月
6

11

日　

、
1
6

（金）
時
か
ら

【
会
場
】
東

京
都
計
量
検

定
所
2
階
会

議
室
A

【
プ
ロ
グ
ラ

ム
】

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
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例
年　

月
1
日
の
計
量
記

11

念
日
に
、
都
内
の
計
量
関
係

団
体
、
企
業
お
よ
び
計
量
検

定
所
で
組
織
す
る
実
行
委
員

会
主
催
の
「
都
民
計
量
の
ひ

ろ
ば
」
を
新
宿
駅
西
口
広
場

で
開
催
し
て
き
た
が
、
今
年

度
は
第
2
7
5
号
で
既
報
の

と
お
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

計
量
展
示
室
の
特
別
展
示
と

共
に
開
催
を
自
粛
し
、　

月
11

1
日
か
ら　

日
ま
で
特
別

30

ペ
ー
ジ
「
w
e
b
版
都
民
計

量
の
ひ
ろ
ば
2
0
2
0
」
を

w
e
b
上
に
開
設
し
実
施
し

た
。

　

都
民
に
楽
し
み
な
が
ら
計

量
制
度
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
と
い
う
記
念
日
イ
ベ
ン

ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
守
り
、

「
く
ら
し
と
計
量
」を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！
く
ら
し
を
守
る
正
し
い

計
量
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し

て
、
①
メ
イ
ン
ペ
ー
ジ
、
②
健

康
と
計
量
の
コ
ー
ナ
ー
、③
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
と
計
量
の
コ
ー

ナ
ー
、④
環
境
と
計
量
の
コ
ー

ナ
ー
、⑤
食
品
と
計
量
の
コ
ー

ナ
ー
、
⑥
計
量
資
料
展
示
の

コ
ー
ナ
ー
、⑦
計
量
マ
ジ
ッ
ク

の
コ
ー
ナ
ー
、⑧
く
ら
し
の
中

の
計
量
コ
ー
ナ
ー
、⑨
計
量
ク

イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

■
健
康
と
計
量
コ
ー
ナ
ー

▽
家
庭
用
計
量
器
の
正
し
い

使
い
方
▽
体
重
計
の
不
思
議

▽
パ
ン
ダ
の
身
体
測
定
▽
体

温
計
と
血
圧
計
▽
電
子
体
温

計
の
正
し
い
使
い
方
は
？
▽

血
圧
計
の
正
し
い
使
い
方

は
？

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
計
量
の

コ
ー
ナ
ー

▽
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
メ
ー

タ
ー
の
検
定
の
有
効
期
間
▽

子
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
▽
水

道
と
計
量
▽
ガ
ス
と
計
量
▽

電
気
と
計
量
：
電
気
メ
ー

タ
ー
の
検
定
制
度
水
道

■
環
境
と
計
量
コ
ー
ナ
ー

▽
計
量
証
明
と
計
量
証
明
事

業
者
制
度
▽
環
境
と
計
量
に

つ
い
て
▽
地
球
温
暖
化
防
止

（
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
）

■
食
品
と
計
量
コ
ー
ナ
ー

▽
栄
養
成
分
表
示
の
測
定
▽

自
動
は
か
り
の
紹
介
▽
お
米

の
検
査

■
計
量
資
料
展
示
の
コ
ー
ナ
ー

▽
1
メ
ー
ト
ル
の
は
じ
ま
り
▽

1
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
は
じ
ま
り
▽

東
京
都
の
計
量
行
政
の
歴
史

■
計
量
マ
ジ
ッ
ク
の
コ
ー
ナ
ー

▽
2
0
2
0
年
度
（
令
和
2

年
度
）
計
量
記
念
日
の
「
計

量
マ
ジ
ッ
ク
」
紹
介

■
く
ら
し
の
中
の
計
量
の

コ
ー
ナ
ー

▽
日
本
最
初
の
ガ
ラ
ス
製
寒

暖
計
の
製
作
▽
ビ
ー
ル
び
ん

も
計
量
器
っ
て
本
当
？
▽
容

量
線
入
り（
目
盛
付
き
正
量
）

グ
ラ
ス
の
紹
介
▽
適
正
計
量

管
理
事
業
所
の
紹
介
▽
船
積

み
荷
物
の
計
量

■
計
量
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー

▽
飛
行
機
の
オ
ウ
ム
▽
崖
か

ら
の
落
石
▽
膨
張
す
る
5
0

円
玉
▽
地
底
探
検

　

こ
の
特
別
ペ
ー
ジ
の
P
D

F
版
は
、東
京
都
計
量
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.to
k
e
ik
y
o
.o
r.jp
/

to
p
ics/1

0
6
3
/

）
か
ら
し

ば
ら
く
の
期
間
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
。

　

ま
た
、
東
京
都
計
量
検
定

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s

://w
w
w
.sh
ou
h
iseik

atu
.m
etro.tok

y
o.jp

/k
e
iry
o
/p
o
licy
/

）
で

計
量
記
念
日
行
事

「
w
e
b
版
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
2
0
2
0
」を
開
設

は
、
2
0
2
0
年
度
（
令
和

2
年
度
）
計
量
記
念
日
（　
11

月
1
日
）
特
別
版
「
探
検
！

計
量
の
世
界
」
が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

　

来
年
度
の
都
民
計
量
の
ひ

ろ
ば
開
催
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
判
断
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
開
催
に
向
け
て
安
全
対

策
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い

く
予
定
。

【
主
催
】
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】
イ
シ
ダ
、
計

量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
、
タ
ニ
タ
、
寺
岡
精
工
、

東
京
科
学
機
器
協
会
、
東
京

都
環
境
計
量
協
議
会
、
東
京

計
量
士
会
、
東
京
都
計
量
証

明
事
業
協
会
、
東
京
都
水
道

局
、
日
本
海
事
検
定
協
会
、

日
本
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
工
業
会

関
東
支
部
、
日
本
硝
子
計
量

器
工
業
協
同
組
合
、
日
本
計

量
振
興
協
会
、
日
本
穀
物
検

定
協
会
関
東
支
部
、
日
本
電

気
計
器
検
定
所
、
松
屋
、
東

京
都
計
量
協
会
、
東
京
都
計

量
検
定
所
（
以
上　

団
体
）
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東
京
都
計
量
協
会

「
計
量
記
念
日
の
つ
ど
い
」を
中
止
し
、「
東
京

都
計
量
協
会
会
長
賞
表
彰
式
」を
開
催

長
）
▽
相
田
幸
夫
（
横
浜
市

消
費
者
協
会
計
量
士
）
▽
児

玉
正
人
（
タ
ニ
タ
L
S
事
業

部
長
）
▽
増
山
隆
一
（
東
京

都
計
量
協
会
計
量
士
）

【
特
別
功
労
者
の
部
】
▽
大

森
健
次
（
共
栄
衡
器
会
長
）

会長表彰式のようす

感謝状の物江氏

会長表彰の高柳氏

受賞者記念撮影のようす

東
京
都
計
量
協
会

適
管
主
任
者
養
成
講

習
会（
流
通
）開
催

2
0
2
1
年
2
月
5
日　

、都
計
量
検
定
所
で

（金）

　

年
度
出
前
計
量
教
室
中
間
報
告

20

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で
は

消
費
者
へ
の
計
量
制
度
の
普

及
啓
発
を
図
る
た
め
、都
内
の

区
市
町
村
等
の
自
治
体
が
実

施
す
る
消
費
生
活
展
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
各
地
の
消
費
生
活

展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

若
し
く
は
規
模
を
縮
小
し
て

の
開
催
。　

月
末
ま
で
に
、

11

羽
村
の
1
市
と
葛
飾
、
中
央

の
2
区
の
消
費
生
活
展
に
パ

ネ
ル
展
示
の
み
の
出
展
形
態

で
参
加
。

　

昨
年
ま
で
は
、
来
場
者
が

手
の
感
覚
だ
け
で
1
0
0
グ

ラ
ム
分
の
豆
を
量
る
計
量
感

覚
ゲ
ー
ム
を
実
施
す
る
な
ど

体
験
型
の
展
示
を
主
に
実
施

し
て
き
た
が
、
3
密
防
止
の

観
点
か
ら
見
直
し
が
必
要
な

た
め
、
来
年
度
に
向
け
て
実

施
内
容
の
見
直
し
を
検
討

中
。　　
（
⑥
面
へ
つ
づ
く
）

地
域
の
消
費
生
活
展
へ
の
出
展

http://www.tokeikyo.or.jphttp://www.tokeikyo.or.jp//



『
先
端
技
術
の
認
証
』

—
そ
の
2
：
生
活
支

援
ロ
ボ
ッ
ト

　

前
回
か
ら
、
新
し
い
技
術

が
市
場
で
認
知
さ
れ
、
安
心

し
て
広
く
使
わ
れ
る
た
め
に

認
証
を
利
用
す
る
例
を
紹
介

し
て
い
る
。
今
回
は
生
活
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
を
取
り
あ
げ

る
。
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は

介
護
、
福
祉
、
流
通
を
は
じ

め
と
し
た
様
々
な
局
面
に
お

い
て
人
の
日
常
生
活
を
支
援

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
場
合
と
異

な
り
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
で

は
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
は
空
間
的

に
分
離
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
安
全
へ
の
配
慮
が
重
要

に
な
る
。

　

最
近
で
は
腰
に
装
着
し

て
、
重
い
荷
物
を
持
ち
上
げ

る
肉
体
作
業
を
補
助
し
て
く

れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減

少
、
要
介
護
人
口
の
増
加
に

よ
る
介
護
従
事
者
の
不
足
、

昨
今
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け

る
流
通
業
界

に
お
け
る
人

手
不
足
、
あ

る
い
は
腰
痛

に
よ
る
離
職

な

ど
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
活

用
が
社
会
的

な
課
題
の
解

決
に
つ
な
が

り
そ
う
で
は

あ
る
が
、
実
際
に
そ
の
よ
う

な
製
品
を
導
入
・
選
択
す
る

立
場
と
な
れ
ば
、
簡
単
に
は

安
全
に
関
す
る
リ
ス
ク
は
取

れ
ず
導
入
を
た
め
ら
う
に
違

い
な
い
。

　

ま
た
、
た
と
え
ば
農
業
な

ど
で
労
災
に
対
し
て
保
険
を

掛
け
る
立
場
、
あ
る
い
は
介

護
の
分
野
な
ら
介
護
報
酬
へ

組
み
込
む
仕
組
み
の
検
討
を

す
る
立
場
等
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
安
全
性
や
性
能
が
信
頼

で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
製
品
を
対

象
に
し
た
ル
ー
ル
作
り
を
お

こ
な
い
た
い
で
あ
ろ
う
。

　

特
に
実
際
の
使
用
者
に
と

り
最
優
先
と
な
る
安
全
性
の

評
価
が
、
製
品
の
供
給
者
自

身
に
よ
り
供
給
者
独
自
の
基

準
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
で

は
、
安
心
し
て
使
う
こ
と
は

難
し
い
。
信
頼
で
き
る
基
準

に
基
づ
き
第
三
者
が
評
価
し

て
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
て

く
れ
れ
ば
使
用
者
は
安
心
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
人
手
不
足
が
深
刻

な
日
本
国
内
で
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
て
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
を
す
す
め
、
そ
の

実
績
に
基
づ
い
て
国
際
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
展
開
す
る
と
い
う

展
望
も
描
け
る
だ
ろ
う
。
そ

の
場
合
、
図
1
の
よ
う
に
い

ち
早
く
安
全
要
求
事
項
や
評

価
・
試
験
方
法
の
標
準
化
を

国
際
的
な
舞
台
で
お
こ
な

い
、
安
全
や
品
質
・
性
能
の

保
証
を
認
証
に
よ
り
行
い
国

内
実
績
を
積
み
国
際
展
開
を

加
速
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

を
描
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
問
題
意
識
か
ら
、
日

本
が
主
導
し
た
生
活
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
の
安
全
要
求
事
項
の

標
準
化
I
S
O
（
国
際
標
準

化
機
構
）
に
お
い
て
進
め
ら

れ
、
2
0
1
4
年
に
I
S
O

　

1
3
4
8
2
「
ロ
ボ
ッ
ト

及
び
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
デ
バ
イ

ス
―
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の

安
全
要
求
事
項
」
が
発
行
さ

れ
た
。
こ
の
規
格
で
は
生
活

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、
特
に
移
動

作
業
型
ロ
ボ
ッ
ト
、
身
体
ア

シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
及
び
搭
乗

型
ロ
ボ
ッ
ト
の
三
つ
の
タ
イ

プ
の
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の

安
全
の
要
求
事
項
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
。
こ
の
国
際
規

格
は
J
I
S　

B
8
4
4
5

と
し
て
2
0
1
6
年
に
J
I

S
化
さ
れ
た
。

　

国
際
規
格
の
発
行
は
今
の

所
こ
こ
ま
で
で
あ
る
が
、
そ

の
後
は
図
2
に
あ
る
よ
う
に

標
準
化
を
日
本
産
業
規
格
J

I
S
に
移
し
て
、
三
種
の
ロ

ボ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ

に
対
し
て
特
有
な
安
全
要
求

事
項
等
を
付
け
加
え
た
り
、

該
当
し
な
い
も
の
を
省
い

た
、
J
I
S　

B
8
4
4
6

―
1
～
8
4
4
6
―
3
の
3

本
の
J
I
S
が
制
定
さ
れ

た
。
特
に
、
図
2
に
あ
る
よ

う
に
J
I
S　

B
8
4
4
6

―
2
「
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

の
安
全
要
求
事
項
―
第
2

部
：
低
出
力
装
着
型
身
体
ア

シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
対
し

て
は
、
も
っ
と
踏
み
込
ん
だ

規
格
で
あ
る
J
I
S　

B
8

4
5
6
―
1
：
2
0
1
7

「
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
―
第

1
部
：
腰
補
助
用
装
着
型
身

体
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
」
が

策
定
さ
れ
た
。
そ
の
規
格
で

は
対
象
を
よ
り
絞
り
、
要
求

事
項
で
あ
る 
J
I
S　

B

8
4
4
6
―
2
を
引
用
し
つ

つ
、
追
加
の
安
全
要
求
事
項

を
規
定
す
る
に
加
え
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
構
造
に
対
し
て
規

格
で
取
り
上
げ
、
形
状
、
構

造
、
質
量
、
最
大
突
出
半
径

を
規
定
し
、
性
能
要
求
と
し

て
最
大
ア
シ
ス
ト
力
お
よ
び

そ
の
指
標
、
腰
部
圧
縮
力
低

減
指
標
を
与
え
た
だ
け
で
な

く
、
試
験
方
法
、
表
示
方
法

を
規
定
し
た
。
こ
の
規
格
で

は
J
I
S　

B
8
4
4
6
―

2
を
引
用
し
て
お
り
、
適
合

す
る
前
提
と
し
て
、
J
I
S

　

B
8
4
4
6
―
2
に
規
定

す
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
実
施
が
必
須
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
腰
補
助
用
装
着
型
身

体
ア
シ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
は
、

重
労
働
の
身
体
へ
の
負
担
を

大
き
く
軽
減
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
介
護
、
建
築
、
物

流
、
農
作
業
分
野
で
の
使
用

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し

指
標
あ
る
い
は
そ
の
試
験
方

法
が
規
定
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
メ
ー
カ
ー
独
自
の
カ
タ
ロ

グ
ス
ペ
ッ
ク
が
独
り
歩
き
す

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

が
、
こ
の
J
I
S　

B
8
4

5
6
―
1
に
よ
り
カ
タ
ロ
グ

に
記
載
さ
れ
た
指
標
等
を
信

頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
J
I
S
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
経
済
産
業
省
の
「
新

市
場
創
造
型
標
準
化
制
度
」

が
利
用
さ
れ
、
速
や
か
な
標

準
化
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
J
I
S
法
が
産
業
標
準

化
法
に
改
正
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
が
J
I
S

の
対
象
と
な
っ
た
が
、
J
I

S　

Y
1
0
0
1
「
サ
ー
ビ

ス
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
要
求
事
項
」
と
い
う
規

格
が
そ
の
第
一
号
と
し
て
制

定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
標
準
化
に
よ
り

認
証
基
準
に
公
的
規
格
が
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
利
用
者
は
製
品
選
択
が

容
易
に
な
り
う
る
。さ
ら
に
、

国
際
的
に
い
ち
早
く
製
品
化

し
実
績
を
積
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
諸
外
国
に
お
け
る
市
場

の
創
出
・
拡
大
が
容
易
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ

れ
が
日
本
が
主
導
し
て
国
際

標
準
化
を
目
指
す
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
。

　

国
内
で
の
最
初
の
生
活
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
認
証
は
I
S
O

1
3
4
8
2
の
成
立
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
一
般
財
団
法
人
日

本
品
質
保
証
機
構
（
以
下
J

Q
A
）
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
現
在
ま
で
同
規
格

の
認
証
を
J
Q
A
か
ら
受
け

た
製
品
は
、ph

y
sicalas

sistan
t
robot

（
人
間
装

着
型
）
9
件
、m

obile
se

rv
an
t
robot

（
移
動
作
業

型
）
6
件
、robotic

dev

ice

（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
デ
バ

イ
ス
）
1
件
の
計
1
6
件
に

上
る
。
第
三
者
で
あ
る
J
Q

A
が
認
証
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が

国
際
規
格
に
よ
る
安
全
要
求

を
満
足
し
て
い
る
こ
と
が
客

観
的
に
証
明
さ
れ
、
利
用
者

な
ど
に
対
す
る
安
心
と
信
頼

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
最
初
の
認
証
に
あ

た
っ
て
は
、
J
Q
A
は
国
立

研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
N
E
D
O
）
が
実
施

す
る
「
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

実
用
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
を
「
い
か
に
し
て
認
証
す

る
か
」
の
検
討
を
標
準
化
と

並
行
し
て
進
め
、
ま
た
必
要

な
試
験
方
法
の
確
立
（
衝
突

試
験
、
安
定
性
試
験
等
）
に

参
加
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

い
か
に
標
準
化
を
お
こ
な

う
か
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る

た
め
、
ど
の
種
類
の
ロ
ボ
ッ

ト
に
対
し
て
も
適
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
規
格
に

は
具
体
的
な
数
値
で
表
さ
れ

た
基
準
は
入
れ
づ
ら
く
、
機

能
や
仕
様
の
要
求
も
困
難
で

あ
る
。
一
方
、
そ
の
規
格
を

実
際
の
製
品
に
当
て
は
め
る

立
場
で
は
、
生
活
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
の
用
途
、
目
的
、
使

用
環
境
に
よ
り
ど
の
程
度
の

リ
ス
ク
を
許
容
で
き
る
か
を

個
々
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、供
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
僑
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
が
課
題
と
な
る
。

　

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
さ
き
が

け
と
し
て
お
こ
な
う
こ
と
に

よ
り
、
情
報
の
蓄
積
が
行
わ

れ
先
行
者
と
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
が
享
受
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
、
そ
の
プ
ロ
セ

ス
ま
で
踏
み
込
ん
で
標
準
化

す
れ
ば
参
入
障
壁
は
下
が

り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
速
や
か

な
拡
大
が
期
待
で
き
る
が
、

そ
の
一
方
で
先
行
者
と
し
て

の
メ
リ
ッ
ト
が
維
持
で
き
る

保
証
は
な
い
。

　

こ
れ
が
標
準
化
の
光
と
影

と
も
言
え
、
新
し
い
技
術
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
に
日
本

が
標
準
化
を
含
め
て
努
力
し

て
成
功
し
た
と
し
て
も
、
長

い
目
で
見
る
と
技
術
的

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
受
け
市

場
の
シ
ェ
ア
を
失
う
こ
と
も

日
本
が
今
ま
で
各
分
野
で
経

験
し
た
こ
と
で
あ
る
。
標
準

化
の
内
容
を
ど
こ
に
と
ど
め

る
か
の
判
断
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
技
術

的
な
問
題
に
加
え
て
、
規
制

ル
ー
ル
の
見
直
し
も
必
要
と

な
り
う
る
。
介
護
の
分
野
で

の
介
護
保
険
対
象
機
器
の
手

続
き
、
搭
乗
型
移
動
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
に
対
す
る
道
路
交
通

法
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ

り
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
少
子
化
に
よ
る

労
働
人
口
の
減
少
や
コ
ロ
ナ

に
よ
り
起
こ
っ
た
社
会
的
な

課
題
を
ピ
ン
チ
と
す
れ
ば
、

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
認
証
が
そ
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
わ
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
本

稿
に
つ
い
て
は
J
Q
A
の
浅

田
純
男
氏
に
貴
重
な
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。
お
礼
申

し
上
げ
る
。

　

次
回
は
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

に
関
す
る
認
証
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。
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お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
順
）】
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（
と
う
き
ょ
う
の
計
量
④
⑤

面
の
つ
づ
き
）

東
京
計
量
士
会

■
「
W
e
b
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
2
0
2
0
」（
く
ら
し
と
計

量
）
―
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

く
ら
し
を
守
る
正
し
い
計
量
―

　

毎
年
、
新
宿
駅
西
口
広
場

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
開
催

し
て
い
た
、「
都
民
計
量
の
ひ

ろ
ば
」
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

特
製
W
e
b
上
で
の
開
催
に

な
っ
た
。

　

当
東
京
計
量
士
会
で
は
、

7
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
う
ち
、

「
環
境
と
計
量
の
コ
ー

ナ
ー
」
の
「
地
球
温
暖
化
防

止
（
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
）」
と
、「
く
ら
し
の
中
の

計
量
の
コ
ー
ナ
ー
」
の
「
容

量
線
入
り
（
目
盛
付
正
量
）

グ
ラ
ス
の
紹
介
」
に
つ
い
て

担
当
し
た
。

　
「
地
球
温
暖
化
防
止（
脱
炭

素
社
会
に
向
け
て
）」
で
は
、

地
球
温
暖
化
の
元
凶
と
言
わ

れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
濃
度

が
、
2
0
0
年
前
の
2
倍
以

上
に
も
な
っ
て
お
り
、
自
然

環
境
等
に
多
大
な
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
る
現
状
や
対
策

等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
2
団

体
と
リ
ン
ク
し
、
情
報
提
供

に
努
め
た
。

＊
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

＊
地
中
熱
利
用
促
進
協
会

　
「
容
量
線
入
り（
目
盛
付
正

量
）
グ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
に
お
い
て
、

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
注
文
す

る
と
、
そ
の
際
に
使
用
さ
れ

る
「
容
器
線
入
り
グ
ラ
ス
」

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
計
量
法
で
は
、

「
面
前
計
量
販
売
容
器
（
計

量
線
入
り
）
計
量
グ
ラ
ス
」

が
定
義
さ
れ
て
お
り
、
罰
則

規
定
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

わ
が
国
で
も
、「
関
東
甲
信

越
地
区
計
量
関
係
協
議
会
」で

「
容
量
線
入
り
グ
ラ
ス
推
進

委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
当
東

京
計
量
士
会
に
お
い
て
も
、制

度
化
に
向
け
て
活
動
し
普
及

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

▽　

月
7
日　

＝
水
俣
条
約

10

（水）

専
門
家
会
合
に
出
席

▽　

月　

日　

＝
理
事
会
開

10

14

（水）

催
。
水
俣
条
約（
水
銀
規
制
）

計
量
器
関
連
専
門
家
会
合
の

報
告
、
月
次
会
計
報
告

▽　

月　

日　

＝
計
量
機
器

10

23

（金）

事
業
振
興
功
労
者
表
彰
式
。組

合
員
横
田
賢
亮
氏（
横
田
計
器

製
作
所
）が
計
量
機
器
事
業
振

興
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
た

▽　

月
9
日　

＝
経
済
産
業

11

（月）

省
を
訪
問

▽　

月　

日　

＝
理
事
会
開

11

27

（金）

催
。　

月
理
事
会
の
議
事
録

10

確
認
、
月
次
会
計
報
告
、
経

産
省
の
産
業
機
械
課
を
訪
問

の
件
、
水
銀
廃
棄
の
件
、
そ

の
他

余
地
は
小
さ
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

■
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
は
ワ
ク

チ
ン
で
対
応
す
る
し
か
な
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

罹
患
す
る
と
風
邪
の
似
た
症

状
が
で
る
。
8
割
の
人
は
そ

の
ま
ま
治
っ
て
し
ま
う
。
多

く
の
人
は
症
状
が
で
な
い
ま

ま
済
ん
で
し
ま
う
。
2
割
、

つ
ま
り
5
人
に
１
人
が
急
激

な
悪
化
を
み
る
。
人
工
呼
吸

器
を
付
け
て
ウ
イ
ル
ス
に
身

体
が
打
ち
勝
つ
の
を
助
け

る
。
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は

ワ
ク
チ
ン
で
対
応
す
る
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応

す
る
ワ
ク
チ
ン
は
開
発
途
上

で
あ
る
。
感
染
経
路
が
分
か

ら
な
い
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

は
ワ
ク
チ
ン
で
対
応
す
る
し

か
な
い
。
だ
か
ら
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
が
急
が
れ
る
。
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
S
A
R
S
は

何
時
し
か
消
え
て
し
ま
っ

た
。
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
正

体
を
人
は
つ
か
ん
で
い
な
い

の
だ
。

■
手
指
消
毒
で
2
0
2
0
年

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
数
は

極
小
に

　

感
染
経
路
を
絶
つ
こ
と
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
策
で
あ
る
。
感
染
者
が
く

し
ゃ
み
で
飛
ば
す
水
し
ぶ
き

は
2
m
飛
ぶ
か
ら
こ
れ
を
避

け
る
。
人
混
み
に
近
寄
ら
な

い
の
が
一
番
だ
。
感
染
者
が

触
れ
た
ド
ア
ノ
ブ
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ボ
タ
ン
に
は
ウ
イ
ル

ス
が
付
い
て
い
る
。
こ
う
し

た
環
境
要
因
の
す
べ
て
を
つ

ぶ
す
こ
と
は
事
実
上
で
き
な

い
か
ら
、
感
染
予
防
の
た
め

に
手
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
消
毒

す
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

空
気
感
染
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
手
指
消
毒

（
し
ゅ
し
し
ょ
う
ど
く
）
が

頻
繁
に
な
さ
れ
た
こ
と
で
2

0
2
0
年
の
日
本
で
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
症
数
は
極

小
に
お
さ
え
ら
れ
た
。
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
の

有
効
性
を
こ
の
こ
と
で
確
認

で
き
る
。

■
マ
ス
ク
で
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
防
げ
な
い

　

く
し
ゃ
み
で
飛
び
散
っ
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し

た
飛
沫
を
防
ぐ
方
法
は
あ
る

か
。
2
m
内
外
の
距
離
に
立

た
な
い
こ
と
で
あ
る
。　

%
99

除
菌
や
ブ
ロ
ッ
ク
を
う
た
う

マ
ス
ク
の
鼻
梁
線
に
は
大
き

な
隙
間
が
あ
る
。
だ
か
ら
マ

ス
ク
で
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
る
と

考
え
て
は
な
ら
な
い
。
医
療

用
の
N　

マ
ス
ク
は
鼻
の
軟

95

骨
と
の
隙
間
を
塞
い
で
い
る

が
、
防
毒
マ
ス
ク
と
構
造
が

同
じ
で
あ
る
か
ら
装
着
し
て

い
ら
れ
る
の
は
1
時
間
ほ
ど

な
の
だ
。
普
通
の
状
況
に
い

る
人
は
マ
ス
ク
で
は
ウ
イ
ル

ス
感
染
は
防
げ
な
い
。

マ
ス
ク
は
感
染
者
の
く

し
ゃ
み
の
飛
沫
を
少
し

抑
え
る
程
度
に
し
か
機

能
し
な
い
。

（
次
号
以
下
へ
つ
づ

く
）

コ
ロ
ナ
の
見
舞
金

　

万
円
の
経
済
学

10
■
コ
ロ
ナ
の
見
舞
金　

万
円

10

の
経
済
学

　

コ
ロ
ナ
の
見
舞
金　

万
円

10

が
国
民
に
配
ら
れ
た
。
こ
の

お
金
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す

る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

消
費
が
一
定
で
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
増
え
る

と
街
の
肉
屋
と
金
物
屋
と
雑

貨
屋
な
ど
の
旧
来
の
お
店
が

立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
。
国
が

だ
し
た　

万
円
の
給
付
金
は

10

お
金
を
湧
き
出
さ
せ
た
こ
と

と
同
じ
だ
。
日
本
の
財
の
価

値
が
一
定
だ
と
す
る
と
湧
き

出
し
た
お
金
に
よ
っ
て
お
金

の
側
の
量
が
増
え
た
こ
と
に

な
る
。
財
の
価
値
と
お
金
の

量
の
均
衡
が
崩
れ
る
か
ら
お

金
の
価
値
が
下
が
る
。

　

政
府
が
お
金
を
出
す
の
に

裏
付
け
は
い
ら
な
い
と
い
う

の
が
今
時
の
貨
幣
理
論
の
よ

う
だ
。
不
可
思
議
で
分
か
ら

ず
じ
ま
い
だ
っ
た
の
が
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
あ
る
。　

万
円

10

給
付
は
消
費
を
引
き
起
こ

す
。
財
を
買
っ
た
か
サ
ー
ビ

ス
を
買
っ
た
か
し
て
多
く
の

人
は
給
付
金
を
使
っ
た
。
財

や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
限
度

が
あ
れ
ば
増
え
た
お
金
の
量

に
比
例
し
て
財
の
価
格
が
上

が
る
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
形
態
と
し
て
の
価
格
高
騰

が
お
こ
る
。
日
本
の
経
済
と

社
会
は
供
給
能
力
過
剰
が
長

い
期
間
つ
づ
い
て
い
る
。
1

人
当
た
り　

万
円
の
追
加
消

10

費
は
あ
ふ
れ
ま
く
る
供
給
力

に
と
っ
て
格
好
の
餌
で
あ

る
。
異
常
に
し
て
急
激
な
総

合
的
な
需
要
に
対
し
て
あ
ふ

れ
る
供
給
力
で
対
処
で
き

る
。
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
休
業

で
減
っ
た
賃
金
を
補
っ
た
か

た
ち
だ
か
ら
需
要
増
と
も
言

い
切
れ
な
い
。
労
働
と
賃
金

の
関
係
に
ち
ょ
っ
と
し
た
異

変
が
お
き
た
だ
け
な
の
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
ど

の
よ
う
に
理
解
す

る
か

■
ウ
イ
ル
ス
は
抗
生
物
質
で

は
殺
せ
な
い

　

菌
は
抗
生
物
質
で
殺
す
こ

と
が
で
き
る
。
ウ
イ
ル
ス
は

抗
生
物
質
で
は
殺
せ
な
い
。

ウ
イ
ル
ス
は
他
の
生
物
の
細

胞
に
入
ら
な
い
と
生
き
る
こ

と
が
で
き
な
い
微
生
物
で
あ

る
。
風
邪
は
ウ
イ
ル
ス
の
作

用
で
発
症
す
る
。
風

邪
に
対
し
て
抗
生
物

質
が
処
方
さ
れ
る
の

は
喉
の
痛
み
、
咳
、

鼻
水
、
く
し
ゃ
み
な

ど
に
対
し
て
で
あ

り
、
炎
症
を
抑
え
る

こ
と
を
目
的
に
し
た

対
処
療
法
と
し
て
で

あ
る
。
風
邪
に
は
安

静
が
一
番
だ
と
い
う

こ
と
は
医
療
が
施
す
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コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
は
手
指
消
毒

と
人
混
み
を
避
け
る
こ
と　
（1）

新型コロナウィルスを人の身体と対比すると人は地球
の大きさになる。ウイルスを地球の写真に落とし込む
と粒にもならない。細胞のかたまりである人の大きさ
はウイルスよりもはるかに大きい。

新型コロナウィルス（webサイトより）

部
会
・
団
体

だ
よ
り

全
紙
面
2
0
2
0
年
7

全
紙
面
2
0
2
0
年
7
月月
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